に 親しく 交わり えられる 婦人の 一 人 だと 私 は 思つ 

ていた。 —— 馬場 氏 記 II 

と あるのから 見ても、 そうした 婦人で、 並々 の 容色と 

見えれば、 厚化粧で 人目 を 眩惑させる 美女よりも、 確 

かで あると いう ことが 出来ようかと 思われる。 

ひとたび みなぎ きた 

その上に、 もし 一 度 興起り、 想 漲り 来って、 無我の 

ひとみ ほお 

境に 筆 をと る 時の、 瞳 は 輝き、 青白い 頰に 紅潮の ぼれ 

ひきしま 

ば、 それ こそ 他の 模倣 を ゆるさない。 引緊 つた 面に、 

くちびる おうのう 

物 を 探る 額の 曇り、 キと 結んだ 紅い 唇 、 懊悩と、 勇 

ひらめ 

躍と を 混じた 表情の、 閃き を 思えば、 類型の 美人と い 

うこと が 出来よう。 



誰に 聞いても 髪の毛 は 薄 か つたと いう 事で ある。 

背 柄 は 中位であった という。 受け答えの よい 人で 話 

じょうず 

上手で、 あつたと も 聞いた。 話込んで くると 頰に 血が 

のぼって くる、 それにしたがって 話 も はずむ。 冷嘲 

な 調子のお りが ことに 面白かった とかいう。 礼儀た だ 

しいので 軀を こごめて 坐って いるが、 退屈 をす ると 

びん いじ 

鬢の 毛の 一、 二 本 ほ つれたの を 手の さきで 弄り、 それ 

% \ ？ヒ 

を 見詰めながら はなす。 話に 油が のって くると、 間 

あいて ひざ 

をへ だてて いたのが、 いつの 間に か 対 手の 膝の 方へ、 

真中に はさんだ 火鉢 を グイ グイ 押してく る ほど 一 生懸 

命で もあった という。 



半日に 一 枚の 浴衣 をした てあげる 内職 をしたり、 あ 

あらものや 

るお り は 荒物屋の 店 を 出す とて、 自ら 買 出しの 荷物 を 

せお よい よし わら ひきて ぢ や や 

背負い、 ある 宵は吉 原の 引手 茶屋に 手伝いに たのまれ 

て、 台所で 御酒のお かん をして いたり、 ある 日 は 「御 

力ん ば 入 ち 力げ 、-? る 

料理 仕出し」 の 招 牌 をた のまれて 千 蔭 流の 筆を揮い、 

そうした 家の 女た ちから 頼まれる 手紙の 代筆 をし なが 

らち、 

小説の ことに 従事し 始めて 一 年に も 近くな りぬ、 

いまだよ に 出した る もの もな く、 我が 心 ゆく もの 

もな し、 親 はらから などの、 なれ は 決断の 心う と 

く、 跡の みかへ り 見れば ぞ かく 月日ば かり 重ぬ る 



なれ、 名人 上手と 呼ばる ゝ人も 初 作より 世に もて 

はやさる、 べきに は ある まじ、 非難せられ てこ そ 

その あた ひも 定まる なれと、 くれ，^ せめら る、 

げさく 

おのれ 思 ふに はかなき 戯作の よしなしごとなる も 

のから、 我が 筆と る はまこと なり、 衣食の ために 

なすと いへ ども、 雨露し のぐ ための 業と いへ ど、 

拙なる もの は 誰が 目に も 拙と み ゆらん、 我れ 筆と 

ると いふ 名 ある 上 は、 いかで 大方の よの 人の ごと 

くす かこ え 

一 たび 読みされ ば 屑籠に 投げら るゝ もの は 得 かく 

まじ、 人情 浮薄に て、 今日 喜ばる、 もの 明日 は捨 

てらる、 のよ といへ ども、 真 晴に訴 へ、 真晴 をう 



つ さば、 一葉の 戯 著と いふと もな どか は 価の あら 

きんい たかどの 

ざるべき、 我れ は 錦 衣 を 望む ものなら ず、 高殿 を 

せんざい 

願 ふならず、 千載に のこさん 名 一時の ためにえ や 

は 汚が す、 一片の 短文 三度 稿 を かへ て而 して 世の 

評 を 仰がん とする も、 空しく 紙筆の つ ひへ に 終ら 

ば、 猶 天命と 観ぜん のみ。 二葉 随筆、 「森の した 

草」 の 中より) 

せいしょう 

おろか やわれ をす ね 物と いふ、 明治の 清少 とい ひ、 

さいかく ぎおん ゆ リ 

女 西 鶴と いひ、 祇園の 百合が おもかげ をした ふと 

さけび 小 万 茶屋が むかし をうた ふ も あめり、 何事 

おとむすめ 

ぞゃ身 は 小官 吏の 乙 娘 に 生まれて 手芸った はら 



涙 そそぐ 我れ ぞ かし、 この かすかなる 身 を ささげ 

て 誠 を あら はさんと おも ふ 人 もな し、 さらば 我 一 

しく 

代 を 何が ための 犠牲な どこと ぐ 敷と ふ 人 も あら 

ちり ど *.J 

ん、 花 は 散 時 あり 月 はかくる 時 あり、 わが 如き も 

の わが 如くして 過ぬべき 一生なる に、 はかなき す 

ね ものの 呼名 を かしうて、 

うつせみの よに すねものと いふなる は 

つま 子 もたぬ をい ふに や 有らん 

を かしの 人 ごとよ な ( 一 葉 随筆、 「棹の しづく」 よ 

り) 

と、 心 を 高く 持って いた この 人の こと を、 私 は 自分の 



ほか 

は 他に どんな 知名の 人が 生れた か 知らぬ が、 私たち 女 

性の 間に は、 ことに 文芸に 携わる ものに は 覚えて いて 

ほんごう 

よい 年であろう。 数え年の 六 歳に 本郷 小学校へ 入学し 

た。 その 年 は 明治の 年間で も、 末の 代まで 記憶に 残る 

であろう 西南 戦争の あった 年で、 西郷 隆盛が 若く から 

そそ 

国家の ために 沸かした 熱血 を、 城 山の 土に 濺 いだ 時で 

ある。 翌年の 七 歳に は 特に 手 習 師匠に あがった。 一葉 

女史の 筆蹟が 実に 美事で あるの も、 そうした 素養が あ 

る 上に、 後に 歌人で 千 蔭 流の 筆 道の 達者であった 中島 

し L こ. P 、. +- ま.. こ 

師 についた からだ。 十五 年の 夏に は 下 谷 池の 端の 青 海 

小学校へ 移り、 その 翌年に 退校した。 その後 は 他で 勉 



学した と は 公に はされ ていない。 十九 年に なって 中島 

と じ ちと 

歌 子 刀自の 許へ 通う まで は 独学 時代であった ろうと 考 

えられる。 

そろ 

それまでが 女史の 両親の 揃っていた 勉学 時代、 少女 

時代で、 甲 州 は 両親の 出生地であった。 父君 は 

ひぐちの りよし たき 

樋 口 則義、 母君 は 滝と いって、 安政 年間に 志 をた てて 

共に 江戸に 出、 母 は 稲葉 家に 仕え、 父 は 旗本 菊 池 家に 

ま つ ちょうぼ リ 

奉公し、 後に 八丁 堀 衆 (与力 同心) に 加わった。 そし 

て 維新 後に 生れた 女史 は、 両親の 第 四 子で 二 女で ある。 

甲斐の 国 東 山 梨 郡 大藤村 は 女史の 両親 を 生んだ 懐 し 

い 故郷な ので。 



小説 「ゆく 雲」 の 中には 桂 次と いう 学生の 言葉 を か 

りて、 

なか はぎわら 

我 養家 は大藤 村の 中 萩原と て、 見 わたす 限り は 

てん もくざ ん だいぼ さっとうげ 

天目山、 大 菩薩 峠の 山々 峰々 垣 をつ くりて、 西南 

しろたえ ね しめ 

に そび ゆる 白妙の 富 士の嶺 は をし みて 面 かげ を視 

さね ども、 冬の 雪お ろし は 遠慮なく 身 をき る 寒さ 

うお 

魚と いひて は甲府 まで 五 里の 道 をと りに やりて、 

まぐろ 

やう/ \ 鮪 の 刺身が 口に 入る 位 

と ある。 その後の 章に は、 

こぼと け 

小 仏の 峠 も ほどなく 越 ゆれば、 上野 原、 つる 川、 

さる 

野 田 尻、 犬 目、 鳥 沢 も 過ぎて 猿 はし 近くに その 夜 



はきょう 

は 宿るべし、 巴峡 のさけ び は 聞えぬ まで も、 笛吹 

川の 響きに 夢む すび 憂く、 これに も，. 腸 はたた る 

はがき 

べき 声 あり 勝 沼よりの 端 書 一 度と y きて 四日 目に 

ぞ七 里の 消印 ある 封 状 一 一つ …… かくて 大藤 村の 人 

になり ぬ。 

と 故郷の 山野の 景色が かなり 細 叙して ある。 



父 則 義氏は 廿ニ年 ごろに 世 を 去られた。 それからの 

女史の 生活 は 流転 をき わめて いる。 陶工であった 兄の 

虎之助 氏 は 早くから 別に 一家 をな していた ので、 女史 

か ぼ そ 

は 母 滝 子と、 妹の 国 子と、 疲 細い 女 三人の 手で、 その 



から 灯が 暁 近くなる まで 洩れる の は、 彼女の 創作の た 

めば かりではなかった。 あの、 筆 を もてば、 倏忽に 想 

と-つと 

をのせ て 走る 貴い 指さき は、 一寸の 針 をつ まんで 他 

はれぎ 

家の 新春の 晴着 を 裁縫す るので あった。 半日に 一枚の 

ゆかた 

浴衣 を 縫い あげる の はさして 苦で もなかったら しいが、 

みなぎ こづか 

創作の 気分の 漲 つ てく るお りで も、 来の 代、 小遣い銭 

のために 齷齪と 針 を はこばなくて はならなかった こと 

を 想像す ると、 わびし さに 胸が 一 ぱいになる。 明治 廿 

五 年の 正月に は、 元日で すら 夜まで 国 子 氏と 仕立物 を 

していた という 事 を 日記が 語って いる。 

せみお もて てきき なり 

国 子 当時 蟬表職 中 一 の 手 利に 成たり と 風説 あり 



こよい うま よい 

今宵 は 例より、 酒 甘し とて 母君 大いに 酔 給 ひぬ。 

—— 片 町と いふ 所の 八百屋の 新 芋の あかき がみえ 

しかば 土産に せんとて 少し かふ、 道 をい そげば し 

とど 汗に 成りて 目に も 口に もな がれい る を はんけ 

ち もてお しぬ ぐ ひ /\ して 

と あるのに も その 生活の 一 片が 見られる。 父の 則義氏 

は 漢学の 素養 も あり 文芸の 何物 か を も 知 つ て いられた 

きがさ 

が、 母君 は 普通の 気 量な、 かなり 激しい 気質の 人で あつ 

たらしい。 日記に あらわれた 借財の こと は、 廿 年の 九 

月 七日に はじまつ ている。 そして、 

—— 我 身 ひとつの 故 成りせば いか y いやしき おり 



やみ いきち 

もの や、 そうでなくても 闇の 女の 生血から 絞りと る、 

泡く 銭の 下 滓 を 吸って 生きて いる、 低級 無智な 者の 中 

に はさまれて 暮 していなければ ならな か つた 母君の、 

きしょう もの ふしあわせ 

ジ リジリ した 気持ち —— (気 勝者) といわれる 不幸な 

気質 は、 一家 三人の 共通点であった。 

一葉 女史が 近視眼だった の は、 幼時 土蔵の 二階の 窓 

たそがれ くさぞうし 

から、 ほんの 黄昏の 薄明り をた よりにして、 草双紙 を 

読んだ がた めだと いう 事で は あるが、 そうした 世帯の、 

ほそ しん ランプ 

細心の 洋燈の 赤い ひかり は、 視力 をいた めた であろう 

し、 その上に 彼女 は 肩の 凝る 性分で、 かって、 年若い 

女史に そう 早く 死の 来る ことな ど は、 誰 人 も 思い よら 



なかった おり (死の 六 年 前に) 医学博士 佐々 木 東洋 氏 

が 「この 肩の 凝りが 下へ おりれば 命取り だ から 大事に 

せよ」 と言われ たという ことな ど を 思って 見ても、 早 

世 は 天命であった かも 知れない が、 あまり 身心 を 費消 

させた 生活が、 彼女の 死 を 早めさせ たの だ。 

このごろ ば きん 

私 は 頃日、 馬 琴 翁の 日記 を 読 返して 見て 感じた の は、 

あの 文人が 八十 歳に もな リ、 盲目に もな つていながら、 

著作 を 捨てなかった 一 生が、 女史の それと 同様に、 

やけ ひばし の ど 

焼 火箸 を 咽喉 もとに 差込まれる ような 感じ をさせる こ 

とであった。 



女史の 記録 を 読む と、 明治 廿四年 —— ( 一 葉廿 歳の 

時) 十月 十日に 兄の 家 は 財産 差 押えになる という 通知 

をう けた くだりに、 金 三 円 斗り も あれば 破産の 不幸に 

も 至るまい という 書状から 推しても、 杖と も 頼む 男 兄 

弟の、 たよりに ならなかった ことが しれ、 かえって 妹 

たちの 方が 苦しい なかから その 急 を 救った。 

けい こぎ 

「家の 方 は 私の 稽古着 を 売っても よいから」 といって、 

親子の 膏 であり、 血と なる 代の 金 四 円 を、 母 を 車に 乗 

せて 夜中で は あれ ど 届けさせた。 

うん くりごと 

ある 時 は 貧に 倦 じた 老女の 繰言と はいえ、 

「あな 侘し、 今 五 年 さきに 失な ば、 父君お はし ま 



す ほどに 失な ば、 か、 る 憂き、 よも 見 ざら まし を 

我 一 人 残りと、 V まりた る こそ か へ す，^ 口 をし け 

ことば 

れ、 我 詞を用 ひず、 世の 人 はた、 V 我れ を ぞ笑ひ 指 

さすめ る、 邦 も 夏 も おだやかに すなほに 我 やらむ 

とい ふ処、 虎之助が やらむ とい ふ処 にだに したが 

は、 V 何条 ことか は あらむ、 いかに 心 をつ くりたり 

とて 手を尽 したりと て 甲斐な き 女の 何事 を かなし 

得らる ベ き、 あな いやい やか かる 世 を 見る も 否 也」 

かき 

と 朝夕に 母に 搔く どかれて は、 どれほどに 心苦し かつ 

たであろう。 おなじ 年 (廿六 年 四月 十三 日の 記に)、 

母君 更 るまで いさめた まふ 事 多し、 不幸の 子に な 



ある 時、 女史 は 雨傘 を 一 本 も 持たなかった。 高下駄 

つまかわ ひよりが さ おか 

の 爪皮 もなかった。 小さい 日和 洋傘で 大雨 を 冒して 師 

の もとへ と 通った。 また ある 時 は (新年の ことで あつ 

たと 思う) 晴着がない ので、 国 子の 才覚で 羽織の 下に 

こぎ ところ 

なると ころ は 小 切れ を はぎ、 見える 場処 にだけ ぁリ合 

ともぎ 

せの、 共切れ を 寄せて 作った 着物 をき ていった ことが 

もちろん すそ まわ 

ある。 勿論 裾 廻し だけ をつ けた もので、 羽織が 寒さ も 

ち と 

救えば 恥 を も 救い 隠した ので ある。 そうしても 師の許 

おこた ほか 

へ 顔 を だす 事 を 怠らなかった わけ は、 他に も あるの 

せんたく ゎリ 

であった。 歌 子 は 裁縫 や 洗濯 を 彼女の 家に 頼んで、 割 

じょ ラぎ 

のよ い 価 を 支払ら つていた。 師弟の 情誼の うるわし さ 



の 夏 子と 龍 子 —— 三 宅花圃 女史 —— の 評 を 求めた おり、 

歌 子 は、 龍 子 は 紫 式部で あり 夏 子 は 清少納 言であろう 

と 言った とか、 一葉 も 自分で、 清少納 言と 共通す る も 

のの あるの を 知っていた のかと も 思われる の は、 随感 

録 「棹の しづく」 に、 

少納言 は心づ からと 身 を もてなす より は、 かく あ 

るべ き物ぞ かく あれと も教 ゆる 人 は あら ざり き。 

式部 はお さなき より 父 為 時が をし へ 兄 もぁリ しか 

ば、 人の いもうとと してかず かずに おさ ゆる 所 も 

ありたり けんい は y 富家に 生れた る 娘の すなほに 

そだちて、 その ほどほどの 人妻に 成りた る ものと 



と 同情して いる。 

とはいえ その 間に 女史 一 代の 天 華 は 開いた。 

「名誉 も ほまれ も 命 ありて こそ、 見る目 も 苦しければ 

今宵 は 休み 給へ」 

と 繰返し 諫める 妹の ことば もき きいれ ず、 一 心に 創作 

しょうじん だいおん じまえ 

に 精進し、 大音寺 前の 荒物屋の 店で、 あの 名作 「たけ 

くらべ」 の 着想 を 得た のであった。 けれども また、 漸 

く 死の 到来が、 正面に 廻って 来たので もあった が、 そ 

うと は 知りよう もな く、 ただ 家の 事に つき、 母 を 楽し 

どあい 

ませる 事に ついても、 一層 気掛 りの 度合が 増した もの 

と 見え、 彼女 は 相場 をして 見よう かとさえ 思った の だ _ 



あった。 その 路は 馴染の ある 土地であった。 菊 坂の 旧 

居 は 近かった。 けれども 其処 を 歩いて いたの は、 

つ つし みぶ か 

謹厳 深い 胸に 問いつ 答えつ して、 様々 に 思い悩んだ 末 

に、 天啓 顕真術 会 本部 を 訪れようと していた ので あつ 

た。 

くろべ い けやき 

黒 塀の、 櫸の 植込みの ある、 小道 を 入って、 玄関に 

立った 彼女 は、 その 家の 主、 久佐賀 先生と いうの は、 

何々 道 人と でもい うような 人物と 想像して いたので あ 

ろう。 秋 月と 仮名して 取次ぎ をた のんだ。 

彼女 は 久佐賀 某に 面接した おり、 

あ 、 

(逢見れば また 思 ふやう の 顔した る 人ぞ な き ) 



と 言 出す と、 久佐賀 は 手 を 打 つてい つた。 

「仰し やる 事 は 我 愛する 本願に かなって いる」 

彼女と 久佐賀 との 面会 は 話が 合った のであろう。 月 

を 越してから 久佐賀 は 手紙 を もって、 亀 井戸の 臥龍 梅 

へ 彼女 を 誘った。 手紙に は、 

君が 精神の 凡なら ざるに 感ぜ リ、 爾来した しく 交わ 

らせ 給わば 余が 本望なる ベ し 

などと 書いた のちに、 

君が ふた ゝび 来たらせ 給 ふ を まちかねて、 として 

とふ 人 や あると こ、 ろに たのしみて 

そ V ろうれ しき 秋の 夕暮 



と 歌 も 手 も 拙ない が、 才を もって 世 を 渡る に 巧みな だ 

けな 事を尽 してあった。 とはいえ、 それ を 受けた の は 

一葉で ある。 そんな 趣向で 手中に はいると 思う のかと、 

すぐ みあら わ 

直に 顕真術 先生の 胸中 を 見 現して しまった。 日本 全国 

しょ ラ じろ-つ 

に 会員 三 万人、 後藤 大臣 並びに 夫人 (象 次郎 伯) の 尊 

ひと かた 

敬 一方で ない という 先生 も、 女史 を 知る ことが 出来ず、 

そんな 甘い 手に 乗る と 思った の は 彼れ が 一 代の 失策で 

あ つたであろう。 

ねうち かぶ 

彼女 は 久佐賀 の 価値 を 知った。 彼れ は 世人の 前へ 被 

る 面で、 彼女 も 贏 得る ことが 出来る と 思った ので あろ 

う。 彼女の 手記に は 利己 流の しれもの、 二度と 説 を 聴 



いと つば 

けば、 厭う ベ くきら うべ く、 面に 唾き をしょう と 田 心う 

ばかり だと も 言い、 かかる ともがらと 大事 を 語る の は 

お さ な) 一 

幼子に むか つ て 天 を 論ずる が 如き もの だ、 思えば 自分 

ながら 我 も 敵 を 知らざる 事の 甚だしき だと、 自分 を さ 

あざわら 

え 嘲笑って いる。 けれども 久佐賀 の 方で は、 自分の 方 

は 名と 富と 力 を 貯えて いるもの だと、 慢 じていた ので 

あろう。 そして その上に、 一 葉の 美と 才と、 文名と を 

うぬぼれ 

合せれば たいした もの だと 己惚 たのであろう。 他の 者 

には洩 すの さえ 恥て いる だろうと 思われる 貧乏 を、 自 

分 だけが よく 知ってい ると 思い もした のであろう。 ま 

だ それよりも、 彼女が 親と 妹の ために、 物質の 満足 を 



得させた いと 願って いる 弱み を、 彼れ は 自分 一人が 承 

知して いるの だと 思い 上って いた。 それの みならず 彼 

れは、 一葉 を 説 破し えたつ もりで いたか も 知れない。 

久佐賀 は、 金力 を 持って、 さも 同情 あるよう に附込 

んで ゆこうと した。 そうした 男 ゆえ、 俺なら ば 大丈夫 

良かろう と 錨 をお ろして かかった のか も 知れない。 

ともかく 彼れ はやん わりと、 勝 気なる、 才女 を 怒らせ 

ないような 文面 を もって 求婚 を 申入れ た。 それ は廿七 

年の 六月 九日の ことで 女史が 廿三 歳の 時で ある。 

(貴女の 御 困苦が 私の 一 身に も 引 くらべられて 悲しい 

から、 御成 業の 暁まで を 引受けさせて 頂きたい。 けれ 



ども 唯一 面識の みで は、 お頼みになる の も 苦しいだ ろ 

うから、 どうか 一身 を 私に 委ねて はくれ まい か。) 

そんな 風な 申込に 対して 苦笑せ ずに いられる だろう 

か？ いうまでもなく 彼女 は 彼れ を 評して、 笑う にた 

ののし 

えた しれもの、 投機 師と 罵って いる。 世の くだれる 

をな げきて 一 道の 光 を 起さん と 志す ものが、 目前の 苦 

みさお 

しみ をの がれる ために、 尊ぶべき 操 を 売ろうかと 嘲 

笑した。 とはいえ、 救い は 願って いたので ある。 そう 

した 悲しい 矛盾 を 忍ばねば ならなかった 貧乏 は、 彼女 

に 女らし さ を 失わぬ 返事 を 認 めさせた。 

(どうか そういう 事 は 仰し やらないで、 大事 をす るに 



足リ ると お思いに なるならば 扶助 をお 与え 下さい。 で 

ひとこと 

なければ 一 言に お断り 下さい) 

と 彼女 は 明らかな 決心 を 持って、 とはいえ 事の 破れに 

ならぬ ようにと、 余儀なく 祈る 返事 を 出した。 その後 

も 五十 金の 借用 を 申込んだ こと も ある。 久佐賀 も 彼女 

の 家 を 度々 訪 ずれた。 

のち 

久佐賀 と 懇意に なった 後、 直に 彼女の 一家 は 本郷へ 

引 移った。 荒物 店 を 譲って、 丸 山 福 山 町の 阿部 家の 山 

もリき 

添いで、 池に そうた 小 家へ 移った。 其処 は 「守 喜」 と 

うなぎや 

いう 鰻屋の 離れ座敷に 建てた ところで、 狭くても 気に 

入った 住居であった らしかった。 家賃 三 円に て 高し と 



ちょう えん ギ. 1 ん きんす 

さ だむ。 ま づかぢ 町なる 遠 銀に 金子 五十 円の 調 

ぞんじょう 

達 を 申込む。 こ は 父君 存生の 頃より つねに 二、 

おき 

三百の 金 はかし 置た る 人なる 上、 しかも 商法 手広 

く 表 をうる 人に さへ あれば、 はじめて のこと とて 

なさけな 

無情く はよ もと か、 リ しなり。 

(「塵 中日 記」 より) 

ぼうおく 

私 はもう この辺で、 その 人の ために は、 茅屋 も 金 殿 

玉楼と 思いな して 訪 いおと ずれた、 その 当時 はま だ 若 

盛りであった、 明治 文壇の 諸 先輩の 名 を つらねる こと 

も、 忘れて ならない 一事 だろうと、 ほんの、 当時の 往 



とたた えられし、 兄 君 辰 猪が 気 魂 を 伝えて、 別に 詩文 

の 別天地 をた くわ ゆれば、 優美 高潔 かね 備えて、 おし 

むと ころ は 短慮 小心、 大事の なしが たからん 生れなる 

ベ けれども 歳 は、 廿七、 一度 跳ら ば 山 を も 越 ゆべ しと 

ある。 

平 田 禿 木 は 日本 橋 伊勢 町の 商家の 子、 家 は 数 代の 豪 

商に して 家産 今 漸 く かたぶき、 身に 思う こと 重なる 

ころと はいえ、 文学界 中 出色の 文士、 年齢 は 一 の 年少 

にして 廿三 とか 聞け り。 今の 間に 高等学校、 大学 校 越 

ゆく みず 

ゆれば、 学士の 称号 目の前に あり、 彼れ は 行水の 流れ 

に 落花 しばらくの 春と どむ る 人であろう といい、 (親 



密々々 ) これ は 何の 言葉で あろうと 言い、 情に 走り、 

情に 酔う 恋の 中に 身 を 投げ いれる 人々 と、 何気なく は 

書いて いるものの、 更けて 風 寒く、 空に は 雲の ただず 

まい、 月の 明暗す る 窓に よりて、 沈黙す る 禿 木 氏と、 

ともしび さ か 

燈 火の 影に よく 語る 孤蝶 子との 中に たって、 茶菓 を 取 

まかなつ ていた 女史の 胸 は、 あやしく も 動いた ので あ 

ろう。 

び ざん 

此処 へ 川上 眉 山 氏が また 加わらなければ ならない。 

彼女 は 初めて 逢った 眉 山 氏 を どう 見たろう か、 彼女 は 

こう 言つ ている。 

年は廿 七と か、 丈 高く、 女子の 中に も か、 る 美し 



かいき すき 

は 定めし 甲斐 絹なる ベく や、 声び く なれ ど 透 通れ 

る やうの 細く すずしき にて、 事理 明白に ものがた 

る。 かって 浪六 がいひつ る ごとく、 かれは 毒筆の 

みならず、 誠に 毒 心 を 包蔵せ るの なりと いひし は 

実に 当れ る 詞 なる ベ し 

と 評した 斎 藤 緑雨 を、 そう 言った ほど 悪く は あしらい 

もしなかった。 かえって 二人 は 人が 思うよ り 気が合つ 

た。 皮 肉屋 同士 は 会心の 笑み をう かべ あい もした。 妻 

帯の 事に ついても かなり 打明けて 語りあって いる。 で 

ありながら 最後に (彼れ の 底の 心 は 知らぬ でもない) 

と 冷たく あしらつ たの は、 あまり 正 太夫が 自分の 筆に 



ま 

と 吐 〔# ルビの 「は」 は 底本で は 「ほ 匕 き だすよう に 言わ 

れ ている。 その他に 樋 口 勘次郎 は、 身 は 厭世 教を 持し 

め とらず 

たる 教育者で、 しかも 不娶 主義の 主張者で ありながら、 

おめ もじの 時より 骨の なき 身に なった とい つ て、 

勿体なく も 君 を 恋 まつれる 事 幾 十日、 別紙 御 一 覧 

の 上 は 八つ ざき の 刑に も処 した ま へ 

とて 熱 書 を 寄せ もした。 されば、 

にくから ぬ 人の み 多し、 我れ はさ は 誰と 定めて 恋 

渡るべき、 一人の ために 死なば、 恋しに しとい ふ 

名 も たつべし、 万人の ために 死 ぬればい かならん、 

しる ひと 

知人な しに、 怪しう こと 物に やい ひ 下されん ぞそ 



でまで、 赤裸に 投 捨てられな いものの 恋 は、 かなしい 

つ ほのお 

が 当然で、 彼女 は 自ら 火 を 点けた 焰を、 自らの 冷た さ 

を もつ て 消そうと 争った。 

もちろん 

彼女 の 恋愛 記 は 成 恋で もなければ 勿論 失恋で もない。 

恋と い う も のに 対して、 自らの 魂の なかで、 冷 熱 相 戦 つ 

た 手記で あると 同時に、 肉体と 霊魂との 持久戦で も 

ひそか 

あった。 彼女 もまた 旧 道徳に 従って、 秘に 恋に 苦し 

むの を、 恋愛の 至上と 思って いたらし い。 

彼女 を 恋に 導いた 友達 II 野々 宫某女 は、 思い あ 

がった 彼女の 誇り を 利用して、 巧みに 離間し ようとし 

て 成功した。 とはいえ、 その実 それ は、 一葉 自身の 弱 



点で もあった。 

恋する ものの 女らし さ 私 はそう 思う 時に 女心の 

優し さに ほほえまずに はいられない。 それ は 彼女が 初 

まげ ゆ 

めて 島 田 髭に 結った 時の ことで ある。 その 日 彼女が 半 

井 氏 を 訪れた の は、 人の 口に 仇名が のぼり、 あらぬ 名 

をうた われる の を 憤って、 暫時、 絶交し ようと 思って 

の 訪問であった。 そうした 日で あるのに、 珍ら しく も 

まつ ゆ、， 

一葉 は 島 田 鬍の初 結 をした。 その 日 は 二十 五 年 六月 二 

十五 日の ことで ある。 

「しのぶぐ さ 日記」 に は、 

梅雨 降りつ- > 'く 頃 はいと 侘し、 うしが もとに はい 



お ぱ にしよ 

と 子 君 伯母 君ニ処 居たり、 君 は 次の間の 書 室め き 

たると ころに 打 ふし 居た まへ り。 雨いた く 降 りこ 

めば にや 雨戸 残りな くしめ こめて いと 闇し、 いと 

子 君 伯母なる 人に 向 ひて、 御覧 ぜょ樋 口 さまのお 

ぐし 

髪の よき こと、 島 田 は 実によ く 似合 給へ りと いへ 

ば、 伯母 君 も 実に 左な り/ \、 うしろ 向きて 見せ 

たまへ、 まことに 昔の 御殿 風と 見えて 品よ き鬍の 

いまよう 

形 かな。 我 は 今様の 根の 下りた る はきら ひな どい 

ひ 給 ふ。 半 井 君つ と 立て、 いざや 美しうな リ たま 

ひし 御 姿み るに 余り もさし 込めた る 事よ とて、 雨 

戸 二、 三枚 引 あく、 口の 悪き 男 かなと て 人々 笑 ふ _ 



そめて、 

「貴女 は 世の中の 義理の 方が 重い とお 思いな さる か、 

おし 

それとも 御 家名の 方が 惜 いと 思いな さる か」 

と 聞かれた ので、 

「世の 義理 は 重んじなければ ならない もの だと 私 は 思 

います。 けれども 家の 名も惜 くない ことはありません _ 

甲乙がない といいたい けれど、 どうも 私の 心 は 家の 方 

へ 引かれが ちです。 何故と いうのに、 自分ば かリ のこ 

きょうだ い 

とでな く、 母 も あれば 兄妹 も あるので」 

と 答えた。 

「では 言わなければ ならない ことであります が、 貴女 



は 半 井さん と 交際 を 断つ 訳に はいかないで しょうか」 

といった。 

彼女 は 友の 視線が あまり まぶしい ので、 何事と 知ら 

ね ど 胸の 中に ものの たたまる ように 思われた。 

「妙な こと を 仰し やる のね。 それ は 何時ぞや もお，， 咄 

したと おり、 あの方 はお 齢 も 若い し、 美しい 御顔で も 

あるし 私が 行ったり する の は、 g からな けり やなる ま 

いと 思って います。 幾度 交際 を 断とうと 思った かも 知 

れ はしません。 けれど 受けた 恩義 も あり、 そうは 出来 

かねてい るの よ、 私と いう ものの 行いに、 汚れの ない 

の を 御存知で ありながら …… 」 



愛する あまりに、 妻と も 言った であろう かの 恋人に、 

その 故に 絶交し なければ ならない 彼女 は、 たった 一月 

前に は 思う 人の 病 を 慰める ためにと、 乏しい 中から 下 

谷の 伊予 紋 (料理店) へよ つて、 口取り を あつらえた 

り、 本 郷の藤 村へ 立 寄って 蒸 菓子 を 買 いととの えたり 

ひるす 

して 訪れて いた。 ある 時 は、 朝早くから 訪れて 午過ぎ 

まで 目 ざめ ぬ 人 を、 雪の 降る 日の 玄関 わきの 小 座敷に 

ひおけ まち 

つくねん と、 火桶 もな く 待 あかして いた こと もあった。 

そうじ あるじ 

彼女が 手伝って 掃除す ると、 まめ やかな 男 主 は、 手製 

のお しるこ を 彼女に と 進めたり した。 彼女 は その 日の 

こと を 記した 末、 



、> で ま， く 

半 井う しが もと を 出し は 四時 ころ 成り けん、 白 

皚々 たる 雪中、 りん/^ たる 寒気 をお かして 帰る _ 

あた リ ふき 

中々 おもしろし、 堀ば た 通り 九 段の 辺、 吹かく る 

ずきん 

雪に おもてむ けがたくて 頭巾の 上に 肩 かけすつ ぼ 

りと かぶりて、 折 ふし 目 斗 さし 出す も を かし、 

種々 の 感情 胸に せまりて、 雪の 日と いふ 小説の 一 

編 あまば やの 腹 稿なる。 

ごうまん 

と ある。 恋に 対して 傲慢であった 彼女に も、 こうした 

夢幻 境 もあった。 恋と いう 感想に、 

我 はじめよ りかの 人に 心 を ゆるした る こ ともなく 

はた 恋し 床しな どと 思 ひつる ことか けても なかり 



き。 されば こそ あまたた びの 対面に 人げ なき 折々 

は そのこと、 もな く 打 かすめて ものい ひか けられ 

しこと も 有しが、 知らず 顔に つれな うのみ もてな 

しつるな り。 さる を 今し も かう 無き 名な ど 世に う 

はじめ くちお 

たはれ て 初 て処 せくな りぬ るなん 口惜しと も 口 

惜し かるべき は 常 なれ ど、 心 は あやしき 物な りか 

し、 この頃 降りつ >く 雨の 夕べな ど ふと 有し 閑居 

のさ ま、 しどけ なき 打と けたる 姿な ど そこと もな 

く おもかげに 浮びて、 彼の 時 はかくい ひけり、 こ 

の 時 はかう 成り けん、 さりし 雪の 日の 参会の 時 手 

づ から 雑煮に て 給 はりし 事、 母 様の 土産に した ま 



へと、 干魚の 瓶漬 送られし こと、 我 参る 度々 に嬉 

しげに もてなして 帰らん と い へば 今し ばし/ \ 君 

様と 一 夕の 物語に は 積 日の 苦 を も 忘る る もの を、 

今 三十 分 一 一十 五分と 時計 打 眺めながら 引止められ 

しこと まして 我 ためにと て 雑誌の 創立に 及ばれし 

ことな どい へば 更なり、 久しう 病ら ひ 給 ひその 後 

まだよ わよ わと 悩ましげ ながら、 夏 子 さま 召 上り 

もの は 何が お好き ぞゃ、 この頃の 病のう ち 無聊 堪 

それ 

がた く 夫の みに て 死ぬ ベ かりし を 朝な 夕な に訪ひ 

給 ひし 御 恩 何に か 比せん、 御礼に は 山海の 珍味 も 

及ぶ まじ けれどと て、 兄弟な どの やうに の 給 ふ。 



我 料理 は 甚だ 得手な り 殊に 五 もくずし 調ず る こと 

得意 なれば、 近き に 君 様 正客に して この 御馳走 申 

すべし と 約束した りき。 さる にても その 手づ から 

の 調理 もの は、 いつのよ いかにして 賜 はる こと を 

得べき など 思 ひ 出る ま、 に 有し こと 恋しく、 世の 

人の うらめしう、 今より 後の 身心 ぼそう など 取 あ 

なリ ゆき 

つめて 一 つ 涙 ひぬ ものから、 かく 成 行し も 誰 ゆ ゑ 

か は、 その 源 はかの 人み づ から 形 もな き 事 ま 

ざ /\ 言 触し うした れば こそ …… 

と あるが、 その実 は 野々 宫某 という 女友達の 嫉妬から 

言 触らされ たの を 知らなかった ので ある。 



彼女 は 恋人から 離れた と 思い 信じた が、 彼女の 心 は 

そう ゆかなかった。 或 時 は、 

おぎ 

吹 風の たより はき かじ 荻の 葉の 

みだれて 物 を 思 ふころ かな 

とまで 思い乱れ、 また ある 時 は 伯父の 病床に 侍して 

(か 、 る 時の 折 ふしに も猶 彼の 人 を 忘れ 難き は なぞ や) 

みち 

といい、 ある 時 は 用 もな きに 近き 路を えらんで ゆき、 

げじょ ゆき あ 

その 人の 住む 家の 前 を 通りて 見、 その 家の 下女に 行 逢 

いて 近状 を 聞き、 (万感 万 嘆 この 夜睡る ことかた し) と 

書いた の は、 彼女の 青春 二十 一歳の ことであった。 次 

の 年の 一 月 一 一十 九日 雪の 降る の を 見つ つ、 



わが 思 ひ、 など 降る 雪の つもり けん 

つ ひに とくべ き 中に も あらぬ を 

と 嘆き 四月の 雨の 日の 記に は、 

わが 心より 出た るかた ち なれば など か 忘れん とし 

て 忘る、 にかたき 事 や あると、 ひたすら 念じて 忘 

れんと する ほど、 唯 身に せまりく るが ごとお も か 

げ のまの あたりに 見えて 得堪 ゆべ くも 非ず、 ふと 

打 みじろげ ばかの 薬の 香の さと かをる 心地して 思 

ひやる 心 や 常に 行 通 ふと そ、 V ろお そろし きまでお 

みやす どころ 

も ひしみた る 心なり、 かの 六 条の御 息 所の あさま 

しさ を 思 ふ にげに 偽りと もい はれ ざリ ける。 



おも ひやる 心 かよ は > みても こん 

さても やしば しなぐ さめぬ ベ く 

恋 は、 

見ても 聞きても ふと 思 ひ 初む る はじめい と 浅し、 

いはで おも ふいと 浅し、 

これよりも おも ひかれよりも 思 はれぬ るいと 浅し 

おおかた じょうじゅ あい 

これ を 大方の よに 恋の 成就と やい ふならん、 逢 

そめて うたが ふいと 浅し、 

わ すられて うらむ いと 浅し、 

逢ん こと は 願 はね ど 相思 はん 事 を 願 ふいと 浅し、 



いとわ ぉぽ 

は 厭し きものより ほか あらんと も 覚えず、 あは 

れ その 厭 ふ 恋 こそ 恋の 奥な リ けれ … … 

彼女の 恋の 信仰 は 頑固であった。 彼女 は 何処まで も 

人生の ほろ にがさ を 好んだ。 

暖かく かなしい 心 持 を 抱いて 帰った 雪の 途中で 出来 

上った 小説 「雪の 日」 は、 その 翌年に 発表され た。 十 

うすい たま かつらぎ 

六になる 薄 井の 一 人 娘お 珠が、 桂 木 一 郎 という 教師と 

家出 をした というの が 筋で ある。 I 媒 は 過し 雪の 日 

ぞ かし」 ともあれば 「かくまでに 師は 恋し かりし かど、 

ゆめ さら この 人 を 夫と 呼びて、 倶に 他郷の 地 を ふまん 

と は、 かけても 思 ひ よら ざり し を、 行方な しゃ 迷 ひ… 



昭和 十 年末 日 附記 随筆集 『筆の まに く』 は、 

ちくはくえん 

佐 佐 木 竹 柏 園 先生 御 夫妻の 共著 だが、 その 一二 

五 頁 「思 ひ 出づる まに/ \」 大正 七 年 六月の 一 

節に 「自分が いっか 夏目漱 石さん の 所へ 遊びに 

行って 昔話な ど をした 時、 夏 目さん が、 自分の 

父と 一葉さん の 父と は 親しい 間柄で、 一葉さん 

は 幼い 時に 兄の 許嫁 のようにな つていた 事 も 

あつたと 言われた。 明治の ニ大 文豪の 間に、 さ 

る 因縁が あつたと は 面白い ことで ある」 と あつ 

た。 
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